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高
市
政
権
発
足
後
、
長
期
金
利
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
国
債
の
利
払
い
費
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

財
務
省
は
、
か
ね
て
よ
り
国
債
の
安
定
消
化
・
安
定
保
有
の
観
点
か
ら
、
幅
広
い
投
資
家
層
に
よ
る
国
債
保
有
を
促
進
す

る
こ
と
の
一
環
と
し
て
、
海
外
投
資
家
の
国
債
市
場
へ
の
参
加
や
国
債
の
保
有
促
進
を
推
奨
し
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。
他
方
、
近
時
の
長
期
金
利
の
上
昇
を
受
け
、
超
長
期
の
日
本
国
債
市
場
に
お
い
て
海
外
の
投
資
家
が
多
く
参
入
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
の
安
定
性
に
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
下
の
長
期
金
利
の
上
昇
局
面
に
お
い
て
、
適
切
な
海

外
投
資
家
に
よ
る
日
本
国
債
市
場
へ
の
参
加
、
日
本
国
債
の
保
有
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
か
、
政
府
の
見

解
を
問
う
。 

二 

本
年
六
月
一
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
五
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
大
災

害
や
有
事
に
備
え
「
財
政
余
力
」
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
六
月
六
日
の
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
加
藤
勝
信
財
務
大
臣
が
「
政
府
と
し
て
は
、
様
々
な
有
事
に
備
え
、
財
政
余
力
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
高
市
政
権
に
お
い
て
も
、
「
財
政
余
力
」
の
意
味
は
、
内
閣
衆
質
二



 

２ 

 

一
一
第
九
〇
号
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
「
有
事
の
際
に
、
大
幅
な
財
政
需
要
が
増
加
す
る
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て
も
必

要
な
資
金
を
市
場
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
財
政
基
盤
を
維
持
強
化
す
る
こ
と
」
と
答
弁
し
た
内

容
か
ら
変
更
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災
級
の
大
地
震
が
発
生
し
、
同
程
度

の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
「
財
政
余
力
」
の
規
模
は
い
か
ほ
ど
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


